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 １２月３日（日）の午後から、とぎつ生涯学
習を考えるつどいと少年の主張大会が行われま
した。 
 とぎつ生涯学習を考えるつどいとは、ふるさ
と時津の未来のために、私たちができること、
したいことについて中高生と意見交換をすると
いう取組です。時津中学校からは、シンポジス
トとして１年生の濵口怜さんが参加しました。
コーディネーターの方を中心に活発な意見交換
がなされ、濵口さんはスライドも使用しながら
自分の思いをしっかりと伝えることができまし
た。 
 
 
 
 
 
 
 
少年の主張大会では、１年生の中島帆乃香さ

んが「分かり合う大切さ」、２年生の井上智恵
莉さんが「未来の姿」という題で発表しまし
た。２人とも、原稿作りから、暗記や練習、前
日のリハーサルなど一生懸命に取り組みまし
た。緊張もあったかと思いますが、当日は練習
の成果も出て立派に自分の考えや思いを伝える
ことができました。 

 
 
 
 
 
 
 
濵口さん、中島さん、井上さんにとっても、

良い経験となったことと思います。 
聴いている観客の皆さんもきっと心に響いた

のではないでしょうか。素晴らしい発表をあり
がとうございました。 

 １２月４日～１２月１０日は、世界人権デー
です。それに伴って、時津中学校では、人権デ
ーに先駆け、道徳での学習、朝の読み聞かせな
ど人権に関する取組を行ってきました。 
 ８日に行われた人権集会は、人権委員を中心
に人権講話や各学級の人権宣言発表と総括など
の内容で、みんなで人権について学びました。 

 会の司会は、３年生の林田凰晴さんと内野澪
さん。緊張の面持ちでしたが、スムーズな司会
進行で進めてくれました。開会の言葉を３年生
の相川海心さんが行い、人権集会がスタートし
ました。 
 人権講話では２年前まで時津中学校に勤務し
ていただいていた傳先生からお話がありまし
た。人権に関するお話で、分かりやすくお話し
ていただきました。お礼の言葉は、２年生の井
上真緒さんが感想を交えて述べてくれました。 
講話の後は、各学級の人権宣言の発表が行わ

れました。各学級の人権委員が自分たちの学級
の課題と、これから心がけること（学級の人権
宣言）を発表しました。その後、２年生の髙比
良瑠已さんからの総括の話がありました。大き
な声ではきはきとした髙比良さんの発表でした
が、何十回も練習をしたそうです。その努力が
分かるような発表でした。 
最後に人権委員長の３年生の中村美優さんの

あいさつで締めくくられた人権集会。 
これまでの人権学習で、それぞれ感じたこ

と、考えたことは違うと思いますが、私たちが
幸せに過ごすためにはとても大切な学習となり
ます。人権週間が終わっても、学んだことを忘
れずに、各学級の人権宣言が実行できるよう心
掛けていきましょう。 
 

学校だよりコーナー 

１２月７日の５校時に２年生の授業参観

がありました。保護者の方が来校すると

いうことで、２年生の濵口暖斗さん、磯

野大翔さん、福本悠真さん、植田琉臣さ

ん、今村蒼士さん、島田翔空さんが自主

的に廊下掃除をしていたそうです。校訓

にもある「自主」の心が育っているなと

喜ばしく思います。ありがとうございま

した！！ 


